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参加者募集  繁昌亭へ落語を聞きに行きましよう！！ 

会長 香川 忠輝 

 2月、寒さ厳しい折ですが、みんなで外へ出ましよう。 

 「天満天神繁昌亭」での落語鑑賞と「大阪暮らしの今昔館」での江戸から昭和

までのタイムスリップを楽しみましよう。 

〇月  日  ２月２９日（木）  ※雨天決行 

〇集合場所  ときわ台駅 ８：４０  ※光風台駅 または 川西能勢口駅 も 可 

〇行  程  

 (往 路)ときわ台（8：52） → （9：16）川西能勢口（9：23） → 十三・淡路  

       →（9：58）天神橋 6丁目 

       Ａ 大阪暮らしの今昔館 見学  １０時～１１時 

     天神橋筋商店街 を 徒歩 で 

        「すし半 天神橋筋店」 にて 昼食  11時 30分～12時 30分 

     同じく商店街 を 徒歩で 

       B 天満天神繁昌亭 １３：３０～１６：１０ ※入場は、13：00より 

          落語鑑賞 他に、紙切り・浪曲も予定 

 (復 路)JR大阪天満宮（16：42）→（17：10）JR川西池田  川西能勢口（17：24）  

   →（17：49）ときわ台着 

〇見どころ Ａ 昭和の大阪が再現されており、様々な光景を見ることができる 

         B 落語定席 多くの落語や出しものを鑑賞できる 

〇費  用 入場料 Ａ ６００円  B ２２５０円（団体割引）  

プラス ・昼食代 ・交通費  

      ※繁昌亭の入場券は、2月 15日に購入予定 

〇申し込み締め切り日 

    ２月１４日（水）  ※繁昌亭の前売り券購入の都合上、厳守でお願いします。 

〇申し込み先  林 ０９０－４７６４－７４３３ 石塚美恵子 ０９０－１９１６－９３９９  

香川 ０８０－２５３４－７６１５ 
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参加者募集       日帰りバスの旅 

彦根城と多賀大社へ、お花見も♪ 

  

 来る３月２９日（金）を実施日と決めて日帰りバス旅行を企画しました。行き先は滋賀県彦根

城と多賀大社です。彦根城は全国区の観光スポットなので本会からも何度か行っていますが、近

年はながらく行っていません。それに多賀大社はすぐ近くなのですが、電車では少し行きにくい

ところなので、このさいセットにして行くことにしました。最少催行人数は２０人、申し込み人

数が２０人に達しない場合は催行中止とします。 

 今年の桜開花予想、彦根は３月２６日となっています。２９日ならだいぶ開いて見ごろが近づ

いているのではないでしょうか。彦根城は、滋賀県第３位の桜の名所だそうです。 

 

 ＜実施日＞ ３月２９日（金） 雨天決行           

 

 ＜集 合＞ 西公民館駐車場 ８：５０ （９：００出発） 

 ＜旅行代＞ 昼食込み１１，０００円 ＊参加２０名の場合、人数で変動 

 

 ＜行 程＞ 西公民館９：００出発～箕面とどろみ IC～草津ＰＡ（休憩）～彦根ＩＣ～彦根城

１１：００着・１２：３５～四番町スクェア「赤鬼」（竹すきやき御膳）１４：１５

～多賀大社１４：３５～１５：２５・帰途へ～多賀 SA～桂川 PA～箕面とどろみ IC

～西公民館１７：２０頃帰着・解散 

 ＜申し込み先＞ 香川０８０－２５３４－７６１５  林 ０９０－４７６４－７４３３  

中島７３８－６２２０       二川７３８－１２７８  

石塚（美）７３９－２６３２    藤原７３８－２３５８ 

 ＜申し込み締め切り＞ ３月１５日（金） 

 

  ＊多賀大社 「お伊勢行くならお多賀に参れ、お伊勢お多賀の子でござる」と言われ、平安

神宮や橿原神宮のような天皇家の偉さを知らしめるために維新政府が作った新興神

社と違って、伊弉諾・伊弉冉を祀る千年以上の由緒をもつ格式高い大社です。 
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≪報 告≫        

     歴史の会恒例   

           辰年の初詣 
                                歴史の会 貝原 吉男 

さあ、今日は辰年の初詣、1月 19日、前日の雨は何処へやら、西公民館を定時に出発する頃に

は暖かい日射しと、爽やかな青空で 17名（男性 4 女性 13）の参加者の皆さんの顔にも笑顔が！ 

車中、古寺さんからレジメに基づき八坂神社・建仁寺・

京都国立博物館についてのレクチャーを受ける。 

 

八坂神社 

祭神 素戔嗚尊、櫛稲田姫命、八柱御子神 

創建 斉明天皇 2年（656年）高麗から来た伊利之氏    

（八坂氏祖）が新羅の牛頭山の神霊を祀ったとい 

われるが、貞観 18年（876年）興福寺の円如 

が祇園天神堂を建立 

社名 祇園社、祇園感陣院、祇園天神社、牛頭天王社、  

を経て明治元年に八坂神社となる 

由緒 本殿下の池に龍がいたとの故事から、京の四方  

を守護する四神相応の青龍（東）を守る神社と

される。本殿は別棟であった拝殿と一つの大屋根で覆ったもので、「祇園造」と称され、重要文化

財。全国に約 3000の分社がある。 

バスは八坂神社の真ん前で停車、早速八坂さんへ、先ず本殿の前で今年一年の好運を願いお参

り、鳴らす鈴音と柏手の音がひときわ大きく響く、その分

お賽銭もかなり奮発？されたようだった。 

門前の階段で記念撮影、インドネシアからの旅行者にシ

ャッターをお願いする。 

次は、花見小路（宵闇が迫る頃なら、舞妓さんや芸者さ

んと一緒に歩けたでしょうに！）を通り建仁寺へ 

 

建仁寺 

  宗派 臨済宗建仁寺派大本山 

  本尊 釈迦如来 

  創建 建仁二年（1205年） 

  開山 栄西（宋から喫茶の風習を持ち帰る「喫茶養生記」） 

  由緒 五山文学の中心、「風神雷神図」（俵屋宗達）は国宝、「雲龍図」（海北友松）は重文、

法堂天井の「双龍図」（小泉淳画伯）は 2002年に描かれたもの 

 

おしまいは京都国立博物館で「辰年づくしー干支を愛でる」 

会館内のレストランでめいめい好きな物をゆっくり頂く、一階、

三階の仏像、埋蔵考古物件、絵画はいつ見ても感動を覚える。 

メインは二階で開催されている「辰づくし」の絵画、彫刻、織物、

陶磁器の数、重文九点を含む約 30 点の展示物には圧倒された。
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なかでも狩野山楽の６曲 1双の「竜虎図屏風」の迫力には、何回も写真で見ているにかかわらず、

なかなか足が動かなかった。 

帰りのバスの中で一眠り、ほぼ予定通り西公民館駐車場に帰着、参加された皆様、お疲れ様で

した。来年もバスが良いですね！ 

 

 
≪報 告≫ 

第 23回親睦囲碁大会、盛況に終わる！ 

                               囲碁の会 香川 忠輝 

 

 昨年 12月から 1月まで、2か月に及ぶ第 23回親睦囲碁大会が盛況のうちに終了しました。 

 正月をはさむ忙しい中でしたが、17名の参加があり、最後まで予断を許さぬ熱戦が続きました。

優勝は蒟油さん、準優勝は田中さん、そして 3位は早川さん。いずれも当囲碁の会の高段者で、

実力通りの結果となりました。 

 終了後の表彰式では、賞状や賞品が授与され、参加の皆さんの祝福を受けました。 

 皆さん、お疲れさまでした。 
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≪投 稿≫  

  

 
                                  光風台 藤原 忠嗣  

青春１８きっぷの旅で播州赤穂に行ってきました。そこで少し赤穂城と松の廊下に触れてみた

いと思います。「赤穂城は、正保２年（1645）に常陸国笠間から３万５千石で入封した浅野長直（浅

野長政の孫）が、近藤三郎左衛門正純（赤穂藩家老・軍学者）に命じ、慶安元年（1648）から寛

文元年（1661）まで 13年を費やして完成させた城である。」とされています。正保といえば一国

一城令の後です。まして３万５千石（のちに５万１千石）の小藩があらたに城を築くなどという

のは異例中の異例のことです。なぜか、将軍家光が備前岡山藩、というより藩主池田光政への抑

えとして築城を命じたのです。 

光政は池田輝政の孫、名君です。閑谷学校を作ったほか、多くの藩政改革を行いました。ナポ

レオンは戦場に数千冊の文庫を帯同させたと言われていますが、光政も参勤交代に数百冊の文庫

を帯同させていたといいます。半面、家来を手討ちにするなど荒々しい戦国武将の面影も残した、

家来に厳しく百姓にやさしい名君です。加賀百万石の名君前田利常とともに、神経の細い家光が

最大限に警戒した人物です。利常は、鼻毛を伸ばして阿呆をよそおったなどと言われたりしてい

ますが、捨て育ての野生児、そんなヤワな男ではない。「利家公が長生きしていれば前田幕府にな

っていた」と公言していたし、金沢城の屋根は弾丸の材料である鉛葺きで、ほんのおすそわけと

貴重な硝石（火薬の原料）を大量に献上したりして、「来るなら来い、たやすくは負けぬぞ。その

間に戦国の世に戻ってしまうぞ」と家光を脅しながら百万石を守りきった名君です。 

 

閑話休題、城持ち大名になるというのは大変な名誉、そこらの小大名とは格が違うという優越

感、喜んで築城にかかります。幕府の援助はあったのでしょうが３万５千石（その後５万１千石）

の小藩が城を造るのは大変です。全部を業者に発注なんてことはとてもできません。家臣総出で

土木作業を手伝いました。土木作業というのは戦と同じようなものです。体力はもちろん、指揮

命令系統など軍隊組織を鍛え上げることとなったのです。惰弱の代名詞ともなった元禄の世に、

赤穂で戦国の気風が残ったのはこれのおかげでしょう。もう一つ、山鹿素行が赤穂に１年間滞在

して山鹿流軍学と陽明学を教えました。陽明学は、考えても実行しなければ意味がないと教えま

す。大塩平八郎や幕末の越後長岡・河合継之助が陽明学徒として知られていますが、四十七士の

決行にも陽明学の影響があったのではないでしょうか。考えあわせると四十七士は赤穂だったか

らこそ成立したと言えるかもしれません。 

           

元禄十四年三月十四日、江戸城松の廊下。浅野内

匠頭長矩（ながのり）が吉良上野介義央（よしなか）

に刃傷（殺人未遂事件）を起こした日です。この日

のことは日記などに記録されていて詳しくわかっ

ています。その一人が梶川頼照、芝居などで「殿中でござる、殿中でござる」と羽交い締めにし

て止めるあの人です。梶川は大奥の留守居役の一人で 700石の旗本、60歳を超えた老人です。梶

川もその瞬間ははっきり覚えていないとしていますが、ともかく床に倒して押さえ込んだ。押さ

え込み続けていると、内匠頭は苦しがって「もう手向かいはしないから緩めてほしい」と何度か
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頼んだそうですが、梶川は押さえ込み続けました。知らせを受けて駆け付けたのが目付の多門（お

かど）伝八郎です。 

伝八郎は、内匠頭への事情聴取から切腹までかかわりますが、「多門伝八郎筆記」という書を残

して詳しく記録しています。伝八郎筆記にはなりすましの他人が書いたのではないかという説も

あるのですが、とにかく伝八郎カッコよすぎるのです。しかし自分を美化するのは自伝の常です

からたぶん本人でしょう。老中・若年寄（幕閣）の指示で伝八郎ともう一人が内匠頭、あとの二

人が上野介の事情聴取を行いました、内匠頭は「私（事）の遺恨これあり」とはいうものの、ど

ういう遺恨なのかは一切言わない。上野介も「なんの恨みやら万々覚えなし」と原因は不明のま

までした。 

幕閣に報告されると間もなく判決が下った。事件から約２時間後、即決です。「浅野内匠頭儀、

先刻御場所柄も弁へず、自分宿意を以て、吉良上野介へ刃傷に及び候段不届きにつき田村右京太

夫へお預け、其身は切腹仰せ付らる。」「上野介儀、御場所柄を弁へ、手向致さず、神妙の至り、・・

随分大切に保養致す可く候・・勝手次第退出致す可し」。これに多門伝八郎が異議を申し立てた。

浅野内匠頭は五万石の城主で本家は大身の外様大名である、それを即日切腹とはあまりにも手軽

な処置である。事情を究明すれば吉良上野介にも落ち度があるかもしれない、それがあきらかに

なったうえで処分すべきである。これを聞いた若年寄はもっともであるとして、老中に取り次い

だ。ところが老中は、もっともであるがすでに側用人松平美濃守（柳沢吉保）が決めたことだか

ら仕方がないという。柳沢吉保は側用人ですが、私の言うことは上様のご意向であるというわけ

で、老中も顎で使える最高権力者です。それでも伝八郎は引き下がらない。内匠頭再尋問却下は

美濃守の決裁だというが、上様自身の決済なら仕方ない。が美濃守の一存ならもう一度上様に聞

いてほしい。これを聞いて柳沢は激怒、差し控えじゃと叫びます。差し控えの言葉は柔らかそう

ですが、「クビ」です。「おまえは虎の威を借る狐じゃないか、虎の意見を聞いてくれ」と言った

ようなものだから激怒するはずです。しかし、差し控えの処分は、目付としての役目柄の意見だ

し、柳沢の一時の怒りに任せた行き過ぎだとして、すぐに取り消されています。 

 

内匠頭切腹の検使として、大目付庄田下総守が任命され、副使として

伝八郎も任命されました。差し控え騒動で遅れた伝八郎が庄田下総守

の所に行くと、すべて打ち合わせ済みだという。この後検使団は内匠頭

を追って田村右京太夫邸に向かったが、邸についてすぐ伝八郎は切腹

の場所を見たいといった。庄田は打ち合わせの通りだからお前たちは

見る必要はないという。それでもと言って伝八郎たちは現場を見たと

ころ、庭に涼み台のようなものが作ってあった。それを見た伝八郎は、

こんな場所で内匠頭を切腹させるとは何事だと。右京太夫はだから事

前に図面で許可をもらったじゃないか。伝八郎はさらに、内匠頭はまだ

官位を返上すべしという沙汰が出ていない以上五万石の大名で、ただの浅野又一郎ではない。そ

ういう人間を庭先で切腹させるのはとんでもないことだと。右京太夫も困ってしまったが、庄田

が腹を立て、大検使であるおれのいうとおりにしろということになった。しかし翌日、安芸の浅

野本家から「五万石の城主を庭先で切腹させるとは何事か」と田村右京太夫家に厳重抗議が来た。

おどろいた田村家と幕閣は検使３人を呼んで、もう一度事情を聴いた結果、庄田下総守一人の責

任だとして四日後にお役御免となりました。 

 

時間を戻しますが、内匠頭は田村家についた後、駆けつけた家来の片岡源五右衛門らに手紙を

書きたいと言ったようですが、許可を得なければならないと言われた。ならば口上を伝えてほし

浅野長矩公の墓泉岳寺 
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いというのでその口上を書きとって、検使に見せたうえ弟の大学の家来に送ったということです。

「この段かねて知らせ申すべく候へども、今日やむを得ざる事に候ゆえ、知らせ申さず候、不審

に存ずべく候。」これが記録に残る唯一の遺書となっています。刃傷に至った理由はわからないま

まです。ちなみに、辞世の句として「春さそう・・」が有名ですが、あれは辞世として作ったも

のではなく、以前に作った句の一つであることがわかっています。完 

 

 

 

 ◆同好会からのお知らせ  

 
 「俳句を楽しむ会」 

  毎月一回、句会を開いています。ご一緒に作りませんか 。 

できれば 5句作りお持ちください。筆記具も併せて。 

   会場 豊寿荘図書室  第一土曜日 午後 1時 30分～午後 4時 

 

➢ 春ひとり槍投げて槍に歩み寄り (俳人 能村登四郎) 

 

 
 
「パソコン・デジカメクラブ」 

  ☆例会の開始時間を変更しました。(旧) 9:30 →(新) 10:00 終了時間は 11:30です 

  レベルに合わせて指導しますので安心です。ご参加お待ちしています。 

 

 
 
「ひまわり会」 ☆新しい訪問先(きらら)ができました(東ときわ台オアシスの近く) 

 
     2月 9日(金) 活動場所「リボーン」   歌体操・クイズ・脳トレ   13:30～ 

2月 14日(水)  〃  「ナーシングホームきらら看護の家」 同上  14:00～ 

2月 16日(金)  〃  「すみれ」                          同上  14:30～ 

 

 

  
 

 訃 報 

 会員 長谷川 清様(希望が丘)は病気療養中のところ 1月 4日に逝去されましたので 

謹んでお知らせ申し上げます。 

 長年にわたり当会役員としてご尽力いただきましたことに感謝しご冥福をお祈りいたします。 
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同好会 
代表者 

TEL 
場 所 

実施日 時  
間 備     考 

2月 3月 

 囲碁の会 
香川忠輝 
080-2534 

-7615 

西公民館 
いずれも 
美術室 

5(月) 
8(木) 

16(金) 

4(月) 
14(木) 
15(金) 

12:30 
～ 

17:00 

外は、厳冬。囲碁の対局場は、熱気ムンムン。 
楽しみながら春を迎えましょう。皆様の参加、
お待ちしております。 

 歴史の会 古寺忠夫 
738-6069 

西公民館 
小会議室 

(1) 
 16(金)  15 (金) 

9:00 
～ 
12:00 

2月は室内勉強会「伊能忠敬」について、 
3月も室内勉強会「源信僧都・善法寺亨清」に 
ついて。 

パソコン・
デジカメク
ラブ 

中村 亨 
738-3021 

西公民館 
視聴覚室 

  
17(土) 

 

 
  16(土)  

 

10:00 
～ 

11:30 

それぞれのレベルに合わせ懇切丁寧に指導。
画像ソフトの勉強ソロソロ終わります。 
又ワードなどに戻ることを検討中です。 

 
俳句を楽し

む会 

 
今井絹代 
738-2043 

 
豊寿荘 
図書室 

 

 
3(土) 

 

 

2(土) 
 

13:30 
～ 

16:00 

俳句を作ってみませんか。 
ご参加をお待ちしています。 

ひまわり会 
(歌体操) 

田中久美
子 

734-1705 
西公民館 

 
 21(水) 

 

20(水) 
祝日で 
すが実施  

 
10:00 
～ 

11:30 

寒い時期ですが、身体を動かしてみまし
ょう。今月から、棒体操を始めていきま
す。他おたのしみメニューもありますよ! 

とよの 
うたう会 

平田敦子 
738-7547 

「かりな」 
コープ新光
風台店内 

  
 22(木) 

 
28(木) 

 
17:00 
～ 

20:00 

「支所前16:40発」の新光風台循環バスで
「シートス前」下車。徒歩1分。新曲派、
懐メロ派大歓迎。  

豊能語り部 
の会 

 
谷 啓子 
737-0303 

西公民館 
 

14(水) 
   

  
 13 (水) 

 

 
13:30 
～ 

16:00 

発声練習の後、志賀直哉作の「転生」の朗 
読です。「叱言の報い」という大変教訓に 
なる「お伽噺」を面白く読む練習です。  

ペタンク 
同好会 

竹田登喜
勇 

738-2174 

ふれあい
広場 

毎週 
日・水・金 

 
 

 
 
 

毎週 
日・水・金 

 

 

 
9:30 
～ 

11:30 
            
 

ペタンクは大人も子供も、年齢に関係なく
プレイ出来ます。運動し易い服装で来てく
ださい。初めての方は竹田までご連絡くだ
さい。ペタンク球などの準備をします。 

G・Gクラブ 藤原忠嗣 
738-2358 

ふれあい
広場 

 
2月は 

冬休み 
 

 
14(木) 
28(木) 

 

 
13:00 
～ 

15:00 

初めての方、ご一緒にプレーしません
か。道具は当方で用意します。 
 

スポーツ 
吹矢の会 

貝原吉男 
738-1900 

西公民館 
軽運動室 

 
10(土) 
 

 24(土) 
  

9(土) 
 

23(土) 

13:00 
～ 

15:00 

腹式呼吸の励行により、肺活量の向上
と正しい呼吸法の会得、人生100年時
代を生き抜こう、新規の方は道具購入
必要。 

  同好会活動のお知らせ  (お問い合わせは各代表者へ) 

編集者の声 

早くも 2月。梅だより、菜の花の映像

が心を和ませてくれます。春はそこま

で来ているのですね。無理せず、元気

に待ちましょう。 

ご投稿はこちら迄 

土井一実  電話・Fax 072-738-2376 

 dok.riki@iris.eonet.ne.jp 

 

妙見の山野草②「シャガ」  

 

 

人家近くの森林周辺などの

やや湿ったところに群生す

る。開花期は 4～5月ごろで

白っぽいアヤメに似た花を

つける。花弁に濃い紫と黄色

の模様がある。葉はつやのあ

る緑色。かなり古く日本に入

って来た帰化植物。 

花言葉 反抗・友人が多い 


